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今 後 に向 け て
国際地域学部では留学生教育を一つの柱に据え、キャンパスの
国際化を看板にして学部づくりを進めて行きたい。しかし現在留
学生の出身国はわずかに5 力国のみであり、キャンパスの国際化
という面では今後さらの多くの国から学生を迎える必要があると 地元による留学生の歓迎パーティ
北 脇：留学生を多数受け入れるに際して 15
考えられる。そのため今後は海外からの直接入学者を増やすため募集活動を強化して行く必要があ
ると考えている。板倉キャンパスはこの4 月に2 年目を迎える。ハネムーンが終わり、これからは
大学が真の意味で評価される時期を迎えることになる。今後も板倉キャンパスが地域密着型の大学
として発展し、ユニークな教育を学生に提供できるよう、留学生を一つの核として良い関係を作っ
て行きたい。
